
医薬用外毒物劇物危害防止規定(例示)
事業所名　称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事業所所在地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　目的

　　この規定は、毒物劇物の管理責任体制を明確にすることによって、保健衛生上の危害を未然に防止することを目的とする。

２　組織

　　当事業所における毒物劇物の危害防止に関する組織図は表１のとおりとする。

３　管理体制

　　毒物劇物の取扱いに関し、事業所全体を総括的に管理・監督する毒物劇物取扱責任者及び各職場での毒物劇物の取扱いを管理する現場責任者を設置する。

⑴　取扱責任者

取扱責任者は、事業所で取扱う毒物劇物の保管、使用の適正を図るため、現場責任者及び従業員に必要な指示を与え、また、経営者に対し、毒物劇物による危害防止等に関する必要な助言を与える。

⑵　現場責任者

取扱責任者は、必要がある場合には、現場責任者を指名する。

現場責任者は、取扱責任者の指示に従い、また、必要な助言及び報告を行う。

４　緊急連絡網

　取扱責任者及び現場責任者は毒物劇物に関し、盗難・紛失・流失等の事故が発生した場合、速やかに必要な措置を講じるとともに、緊急連絡体制（表２）をもって事故処理にあたる。

　当該緊急連絡体制図については、同様の物を作成し、事業所の見やすい場所に掲示する。

５　注意及び確認事項

⑴　取扱い毒物劇物名、通常保管量

　　ア　当事業所で取扱う毒物劇物は、表３のとおりとする。

　　イ　毒物劇物の購入は計画的に行い、必要最小限度の量だけ保管する。

　　ウ　毒物劇物の購入の際は、所定の譲受書に必要事項を記入し、押印する。

⑵　在庫の管理
　　ア　毒物劇物の保管・管理の適正化を図るため、毒物劇物管理簿（表４）を作成し、備え付けるものとする。

　　イ　毒物劇物の受入量、使用量、保管量を毒物劇物管理簿に記入し、捺印又はサインをする。

⑶　保管場所の条件

　　ア　その他の物を貯蔵する場所と明確に区分された毒物劇物専用のものとする。

　　イ　施錠できるものとする。

　　ウ　堅固なものとする。

　　エ　「医薬用外毒物」「医薬用外劇物」の文字を明瞭に表示する。

　　オ　飛散、漏れ、しみ出、流れ出、地下にしみ込む恐れがないものとする。

　　カ　震災対策として転倒・落下防止措置を講じたものとする。

⑷　取扱い

　ア　保管場所の管理

　　　①　保管場所は常時施錠し、必要なときのみ開けることとする。

カギは取扱責任者又は取扱責任者が指定した者が保管することとし、当保管場所のカギは　　　　　　　　が保管する。

②　毒物劇物以外の物は保管しない。

③　混合、混触により発火等の危険のある薬品は、区別して保管する。

　　イ　作業所の管理

①　作業所か無人になるときは、使用中の毒物劇物は必ず保管場所に戻し、作業所の出入口に施錠する。（メッキ液槽のある作業所では特に注意する。）

②　メッキ槽等、配管・バルブ等に異常がないかどうか確認し、作業所からの漏れ、しみ出等がないように十分な注意を払う。

　　ウ　容器等の管理

　　　　毒物劇物を他の容器に移しかえる必要がある場合には、飲食物の容器は使用しない。また、移しかえた容器には法定の色で「医薬用外毒物」又は「医薬用外劇物」の表示をし、薬品の名称を記載する。

⑸　廃棄、排水設備等
　ア　廃棄方法等

①　政令で定める技術上の基準にしたがって廃棄する。

②　事業所内で処理が困難な物については、都道府県知事の許可を受けた専門の産業廃棄物処理業者に委託し、その記録を保管する。
③　使用後の毒物劇物の空容器、被包等についても、作業所に放置することなく十分注意して取扱う。

　　イ　排水設備等の管理

①　薬品槽中の除害薬品の残量、処理槽中のスラッジ堆積量、電磁弁、pＨ電極、ORP電極、攪拌機、揚水・薬品ポンプの作動状況を確認する。

②　定期的に作業量、シアン化合物・除害薬品の使用量及び使用水量を確認する。

　　ウ　排水の検査等

①　検査方法は　　　　　　　　　　　　　　　とし、検査は月　　回定期的に実施する。

②　検査の結果、シアンが検出された場合には、速やかに原因を究明したうえ、必要な措置を行い、シアン検査管理簿（表５）に記入する。

③　保健所等により行われる排水検査の結果、シアンが検出された旨の連絡又は通知を受けた場合には、上記②と同様の措置及び記録をする。
⑹　施設の保守・点検

　　ア　取扱責任者は、毒物劇物の保管、取扱い、廃棄について、自己点検表（表６）により定期点検を行い、記録する。

　　　　改善を要する箇所が発見された場合には、速やかに改善措置をとる。

　　イ　設備の変更や地震等があった場合には、必ず点検を行い、異常のないことを確認してから作業を再開する。

　　ウ　専門のメンテナンス会社等に施設の点検・整備を依頼した場合には、その記録を保管しておく。

⑺　応急の措置

　　ア　万が一、取扱い中に容器等の破損により、毒物劇物の流出・飛散の事故等が発生した場合には、直ちに別紙「応急の措置」の内容により対処し、被害の拡大を防止する。

　　イ　「４　緊急連絡網」に基づき、必要な連絡、報告等の処理を行う。

６　教育及び訓練

　　取扱責任者は、従業員に対し、毒物劇物による保健衛生上の危害を未然に防止するために、教育及び訓練を行う。

⑴　教育及び訓練内容

ア　法律の規制に関する教育

　　イ　事故時の応急措置に関する教育及び訓練

　　ウ　毒物劇物の危害性に関する教育

　　エ　防災訓練

　　オ　毒物劇物の安全な取扱いに関する教育

　⑵　参考図書

　　ア　毒物及び劇物取締法（薬務公報社☎03-3315-3821）
　　イ　毒物及び劇物取締法解説（薬務公報社）

　　ウ　毒劇物基準関係通知集（薬務公報社）

　　エ　化学薬品の混触危険ハンドブック（日刊工業新聞社☎03-3263-2311）

規定年月日　　令和　　年　　月　　日　　　　作成者　　　　　　　　　　　　　　　
改定年月日　　令和　　年　　月　　日　　　　作成者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
改定年月日　　令和　　年　　月　　日　　　　作成者　　　　　　　　　　　　　　　
表１　　　　　　　　　　　　　　　組　織　図

　　　　　　　　

　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　現場責任者


表２　　　　　　　　　　　　　　緊急連絡体制図　

　　　　　　　
連　絡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連　絡


指　示
　　　　　　　　　　　　　　通　報　　　　　指　示

表３　　　　　　　　　取扱い毒物劇物名・通常保管量　　　　　　　　

	品　　名
	濃　度
	包装単位
	通常保管量
	備　　　考

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


表４　　　　　　　　　　　　　毒物劇物管理簿
	毒・劇

（○印で

あらわす）
	品

名
	
	濃　　度
	　　　　　　　　％

	
	
	
	包装単位
	　　　　　　　　ｇ

	年月日
	使　用　状　況
	現　場

責任者

（印）
	取　扱

責任者

(印)
	備　考

	
	受入量
	使用量
	在庫量
	
	
	

	・　・
	
	
	
	
	
	

	・　・
	
	
	
	
	
	

	・　・
	
	
	
	
	
	

	・　・
	
	
	
	
	
	

	・　・
	
	
	
	
	
	


＊毒物は、ｇ又はmＬ単位で記載する。

　劇物は、容器の本数、開栓したものは１／３、１／４等で記載する。
表５　　　　　　　　　　　　　シアン検査管理簿　　　　　　　
	採水年月日
	検査年月日
	検査結果
	原因及び講じた措置

	・　・
	・　・
	ppm
	

	・　・
	・　・
	ppm
	

	・　・
	・　・
	ppm
	


表６　　　　　　　　　　　　　　　自己点検表　　　　　　　　　　　　　
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　確認年月日

確認事項
	・

・
	・

・
	・

・
	・

・
	・

・
	・

・
	・

・
	・

・
	・

・
	・

・

	保

管

場

所
	カギの設備
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	常時施錠
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	表示
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	飛散・流出等防止対策
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	他の物との区別
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	その他の異常はないか
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	作

業

所
	メッキ槽等に異常はないか
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	配管・バルブ等に異常はないか
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	漏れ、しみ出等はないか
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	その他の異常はないか
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	排

水

設

備
	ｐH電極は正常に作動しているか
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	ORP電極は正常に作動しているか
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	攪拌機は正常に作動しているか
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	揚水・薬品ポンプの作動状況
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	漏れ、しみ出はないか
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	その他の異常はないか
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	廃棄
	廃棄は適正になされているか
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	応急措置
	取扱品目について応急の措置を定めているか
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	確認印
	取扱責任者（印）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	経営者（印）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　　経営者
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職・氏名





　　　　　　　　　








経営者





☎　　　　　　　　





事　故





災　害　発見者





盗　難








取扱責任者





☎　　　　　　　　








　　　　警察　☎　　　　　　　　　　　





　　　消防署　☎　　　　　　　　　　　　
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